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本報告では,データの一部が観測できない不完全データに対するモデル選択問題を考える. Akaike

(1974)により提案されたAICは最もよく用いられるモデル選択手法の一つであるが, AICは観測
部分のみに着目しており, 非観測データへの当てはまりは考慮していない. 一方で, Shimodaira

(1994)では, 非観測部分を含めた完全データに対する情報量規準PDIOが提案された. しかしなが
ら, PDIOの導出には強い仮定が必要であり, 実データへの利用は限定的である. そこで, より弱い
仮定の下で利用可能な情報量規準を提案する.

完全データをX = (x1, . . . , xn)とし, 各 i = 1, . . . , nに対して, xi = (yi, zi)
i.i.d.∼ pX(x; θ)を仮

定する. ただし, θは d次元未知パラメータである. また, 観測データは Y = (y1, . . . , yn), 非観測
データは Z = (z1, . . . , zn)とする. このとき, 提案する情報量規準は次式で与えられる:
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ただし, x = (y, z)に対し, pY (y; θ) =
∫
pX(x; θ)dzであり, θ̂Y は観測データに基づく推定量
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IX , IY はそれぞれ以下の行列である.
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先行研究との比較は当日報告する.
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